	１、あなたの毎日の暮らしは２～３年前と比べて　どう変わりましたか。

	1
	楽になった
	0

	2
	変わらない
	19

	3
	苦しくなった
	71

	4
	分からない
	2

	２、１の質問で３と答えた方、苦しくなった原因は？

	1
	年金の目減り
	37

	2
	賃金カット
	19

	3
	失業・リストラ
	20

	4
	売り上げ減
	10

	5
	住民税、国保税などの税金
	42

	6
	介護保険料の負担
	30

	7
	医療費の支出増
	24

	8
	教育費の支出増
	4

	9
	農業所得の減
	7

	くらしの課題などで実現してほしいあなたの願いは何ですか。

	1
	原発事故への対策強化
	31

	2
	子どもの医療費無料化の年齢引上げ
	8

	3
	保育料の軽減
	6

	4
	教育の父母負担の軽減
	11

	5
	学童保育料の軽減
	6

	6
	子どもの不登校やいじめ防止対策
	10

	7
	住宅リフォーム補助の拡充
	16

	8
	宅内水洗化工事の補助
	12

	9
	介護保険料・利用料の軽減
	42

	10
	国保税の軽減
	50

	11
	障害者に対する援助制度の充実
	13

	12
	農器具の購入補助
	5

	13
	町内巡回バスの運行
	15

	14
	信号機の設置
	18

	15
	町民への情報公開の充実
	23

	16
	もえるゴミの通年週２回収集
	38

	共産党は公平公正な町政運営にするため、『同和地域」限定の特別対策は終結すべきだと考えますが、あなたはどう思いますか。

	1
	続ける必要がある
	12

	2
	続ける必要はない
	66

	3
	わからない
	9

	あなたが議会と議員に求めることは何ですか。

	1
	むだ使いのテェック
	58

	2
	住民の声を届ける
	53

	3
	もっと勉強してほしい
	55

	4
	利権にかかわらない
	34

	5
	防災無線で議会中継・録音を放送する
	12

	6
	その他
	1
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◎日本共産党甲良町支部の見解を発表しました。
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日本共産党の甲良町支部が実施した町民の要求アンケートに対して、92通の回答をいただきました。


単にアンケートに答えるだけではなく、設問ごとに具体的な要求を書き込んだものが多く、町民の皆さんの町政に対する切実な要求や関心の深さが浮き彫りになりました。


アンケートでは71人の方が生活が苦しくなったと回答。その原因は何かと聞くと、「住民税、国保税などの税金」が42人、「介護保険料の負担」が30人、「年金の目減り」が37人と国保、介護などの負担が大きく生活を圧迫していることが分かりました。


そこで、実現してほしいあなたの願いはなにかの問いでは、「国保税の軽減」が50人と最も多く、「介護保険料などの軽減」が42人で２番目に多く、次いで「燃えるゴミの通年週２回の収集」と回答した方が38人となりました。また「原発事故への対策強化」が31人と、この問題に対する町民の関心の高さがわかります。
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同和特別対策についての設問については、76％の方が続ける必要はないと回答しました。


甲良町では、法律の期限が切れた後も、町独自に税の減免などの個人施策を続けてきましたが、このことに対して町民は「逆差別を生む」などの意見も多く、早く終結すべきと考えていることが明らかになりました。


議員に求めるもの


「利権に関わらない」


議員に何を求めるかの設問には、むだ使いのチェックが58人、住民の声を届けるが53人、もっと勉強してほしいが55人と町民代表として、町政の「見張り番」の役割を果たしてほしいという意見が多数を占めました。利権に関わらないが34人と町民が今回の談合事件をきっかけに議員に高いモラルを求めていることが分かります。　





アンケートの声より


ご協力ありがとうございます。ご意見特集第４弾をお届けします。


【議会に対するご意見】


◆官製談合は解明されたがそれをさせてしまった議員の目が届かなかったということでないか。入札前のテェック力が足りなかった。もっと勉強してほしい。


◆議員は議会に出席した日のみ日当を支払うようにすべき。怠け者には議員手当てを支払わないように。


◆これ以上甲良町の評判は落とさないでください。甲良町の人とは関わりたくないと風評被害で商売に影響が出ている。


◆自分の名前を書けない人が議員になるのはおかしい。


◆議員として誇りをもってほしい。


【町政に対するご意見】


◆誰もが差別なく笑って暮らせる町になってほしい。


◆私は百条委員会を傍聴したが、委員（丸山恵二議員）の中には「談合はないと思って百条委員会に参加した」などと言っていたようだが、このような議員が町政に携っていると思うと残念です。（男性・実名あり）


◆家賃、水道、税金、貸付金など滞納整理が全く行われていない、行政の怠慢だ。もっと法的措置をすべき。


◆町政に何も期待していない。老後のために税金を安くしてほしい。


◆議員人数の見直し


◆親戚身内からの票で当選できた無能力集団ではもう町外へ引っ越そうと考えています。


◆もっと弱い者の声をまじめに聞いてください。


◆義務教育の充実、幼少時の両親の教育に対する無関心の改善。地域の協力は必要。


◆税金の滞納の多さにびっくりです。どうしてこんなことになっているのか。正直者が馬鹿を見てはいけません。


◆町民の血税をしっかり考えて有意義に使ってほしい。


◆部落差別の無い人権尊重の町づくり。町職員が生き生きと働ける町政を。


◆池寺から中山道までの農面道路を広くしてほしい。


◆町長や議員の若返り、次世代のための政治改革。


◆もっと透明性のある町政にしてほしい。


◆今国会では消費税や復興税など増税の話ばかりですが人口減少では税収が減少するのではないか。


◆人口を増やすことが大事。町税の滞納も改善をして、正直者が馬鹿を見ないようにしてほしい。


◆管製談合問題で彼らの刑事責任をはっきりさせて欲しい。（男性・実名あり）


【日本共産党に対するご意見】


◆今までは無関心でしたが、共産党の議員のおかげで少しは関心が持てるようになりました。


◆西沢議員はよく頑張っていると思う。甲良町は人口減少が多いので住宅を増やしてほしい。


◆共産党を頼りにしている。甲良町は大変でしょうが二人でもっと頑張ってほしい。議会や行政を厳しく指導してほしい。


◆正々堂々と意見を述べ、公表されていることに敬意を表します。２議席になり何よりも心強く思います。





以上のアンケート結果をもとに日本共産党は来年１月に実施されます町議選で、２議席「不正をなくし、安心して暮らせる町」の具体策をかかげ、２議席確保をめざして、西沢のぶあき・丸山みつおを先頭に全力で頑張ります。





12月議会はじまる


　現在の議員任期の最後となる12月議会が下記の日程で始まります。この議会での論戦は来年度予算編成にも大きく影響を与えるものと見られます。また議員のモラルがきびしく問われるなかで、一般質問が当局との間で交わされます。


どなたも自由に傍聴できます


◆7日９：００開会　【一般質問など】


初日：補正予算、請願などが提案され、一般質問が行われる予定。一般質問は、西川、丸山みつお、西澤、宮嵜の４議員の順。（一般質問が始まる時間は議会事務局にお問い合わせください）


◆14日９：００開会


最終日：議案、意見書などの討論採決が行われる予定。














